
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

まにわまにわ
社協だより 20202020

月号月号1010

　10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が
始まりました。
　共同募金運動は、戦後間もない昭和22（1947）年
から始まり、変化する社会のなかで、民間団体が取り
組む様々な福祉活動を支え続けてきました。
　「共同募金」は、子どもたち、高齢者、障がい者な
どを支援する県下の地域福祉活動や、災害時の災害ボ
ランティアセンター設置など、被災地支援に役立てら
れます。
　真庭市内では、ふれあい･いきいきサロン活動や小・
中・高等学校で行われる福祉学習、また、子育て支援
活動、障がい者施設や社協等の車両整備などに活かさ
れています。
　「歳末たすけあい募金」は、新たな年を迎える歳末
時期に重点的に行う市内の福祉活動に、市民の皆様
のご理解と参加をお願いするものです。
　歳末配食サービスや友愛訪問、ひとり暮らし高齢者
の集いなどの福祉活動に活かされています。
　「じぶんの町を良くするしくみ。」として、身近な地域
の福祉活動を支える共同募金にご理解とご協力をお願
いいたします。

ありがとう

〜
赤
い
羽
根
　
共
同
募
金
〜真庭市社協イメージキャラクター

「きょうちゃん」

↑社協の「きょうちゃん」と募金活動！（山陽マルナカ北房店　2019.10.1）

一世帯あたり
・共同募金　500円
・歳末たすけあい募金　300円
のご協力をお願いしています。

メッセージ

共同募金の助成を受けた団体や事業参加者から
のメッセージをご紹介します。

★サマースクール (勝山 )　参加者の保護者から
　子どもがとても喜んで参加させてもらいました。
　宿題を教えてもらえ、英会話や数字のマジック
なども体験できて、有意義な時間を過ごせたみた
いです。私が、仕事のため夏休み期間中にどこか
へ連れいってあげれないので、このような体験がで
きたことがありがたかったです。来年も参加させた
いと思っています。

★西口ひまわりサロン（久世）
　ここに来て、皆とおしゃべりをしたら自然と笑顔
になれます。サロンが情報交換の場にもなってい
ます。毎週の活動を楽しみにしています。

【つかいみち詳細は、次のページに紹介】

地域の皆さま、
お世話になります★
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　共同募金は、約60％が真庭市内全域で行う福祉活動に、40％が県内の福祉活動
（福祉施設等の車両整備、福祉団体の支援、災害支援等）に活かされます。
　歳末たすけあい募金は、民生委員やボランティアの方 と々社協が、共に進める身近な地域ごとの福祉
活動に活かされてます。真庭市社協は、次の事業に取り組んでいます。

2020年度 募金の使いみち

ふれあいいきいきサロン（市内全域）

西口ひまわりサロン（久世 )

車いす体験教室 (落合小学校）

まにわ社協だよりの発行（市内全域）

（北房・落合会場 )

サロンの集い（市内全域） 子育て支援団体情報交換会（市内全域） 福祉学習支援（市内全域）

歳末配食 ,友愛訪問 (落合、久世、
勝山、美甘、中和、八束、川上 )

（勝山 )

黒田笑顔の会（美甘 )

（久世 )

ひとり暮らし･高齢者の集い (北房、久世 )

歳末サロン助成 (市内全域）

子育て支援事業　サマースクール (勝山）

子育て支援事業親子クッキング
(中和、八束、川上）

おでかけ交流 (湯原 )

￥3,160,000-
ふれあいいきいきサロン活動支援
￥2,134,000-　　67.5％

福祉学習支援・研修会
￥610,000-　19％

まにわ社協だよりの発行
￥160,000-　5％

子育て支援事業
￥80,000-　2.5％

福祉機器の整備
￥50,000-　2％

ボランティア講座
￥126,000-　4％

歳末サロン助成
￥1,804,000-　　58％

ひとり暮らし
高齢者の集い
￥500,000-
　　　　　　16％

歳末友愛
訪問
￥250,000-
        8％

歳末配食
サービス
￥383,000-
　　　　12％

コミュニティカフェみつがしわ
￥30,000-　1％

子育て支援事業
￥103,000-　3％

おでかけ交流事業
￥53,000-　2％

買い物に行ってきます！

共同募金事業

￥3,123,000-歳末たすけあい募金事業

私たちが広報委員です★



【
敬
称
略
・
受
付
順
】

※
真
庭
市
社
協
へ
の
個
人
か
ら
の
寄
付
は
税
額
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
善
意
が
福
祉
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
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【
本　

所
】

大
釜
　
恭
子（
京
都
府
京
田
辺
市

　
忌
明
け
）

大
下
　
竜
二（
大
　
庭
　
香
典
返
し
）

大
下
　
竜
二（
大
　
庭
　
忌
明
け
）

今
石
　
直
紀（
　
惣
　
　
香
典
返
し
）

梶
岡
　
克
己（
久
　
世
　
篤
志
寄
付
）

松
本
　
豊
和（
樫
　
西
　
香
典
返
し
） 

【
北
房
支
所
】

大
柳
　
　
浩（
上
水
田
　
香
典
返
し
）

宮
田
喜
久
子（
上
水
田
　
見
舞
返
し
）

大
月
　
敏
男（
下
呰
部
　
香
典
返
し
）

谷
口
　
俊
二（
阿
　
口
　
忌
明
け
）

石
田
　
静
恵（
宮
　
地
　
香
典
返
し
）

【
落
合
支
所
】

山
﨑
　
知
之（
栗
　
原
　
香
典
返
し
）

北
山
　
徳
夫（
木
　
山
　
忌
明
け
）

𠮷
原
　
弘
鎮（
一
　
色
　
香
典
返
し
）

𠮷
原
　
弘
鎮（
一
　
色
　
忌
明
け
）

村
上
　
真
人（
下
市
瀬
　
見
舞
返
し
）

宮
本
　
敏
男（
下
河
内
　
香
典
返
し
）

大
月
　
進
平（
鹿
　
田
　
香
典
返
し
）

大
月
　
民
子（
鹿
　
田
　
香
典
返
し
）

青
木
　
信
治（
下
河
内
　
香
典
返
し
）

原
田
　
寛
治（
古
　
見
　
香
典
返
し
）

原
田
　
寛
治（
古
　
見
　
忌
明
け
）

富
松
　
文
治（
下
市
瀬
　
香
典
返
し
）

鈴
木
　
宝
継（
大
　
庭
　
香
典
返
し
）

【
勝
山
支
所
】

近
藤
　
泰
治（
神
　
代
　
忌
明
け
）

稲
上
　
宮
子（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

稲
上
　
宮
子（
月
　
田
　
忌
明
け
）

松
尾
　
正
志（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

岩
元
　
康
隆（
江
　
川
　
香
典
返
し
）

岩
元
　
康
隆（
江
　
川
　
忌
明
け
）

中
西
　
明
生（
目
　
木
　
香
典
返
し
）

阿
部
　
輝
男（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

池
田
　
悦
子（
神
　
代
　
香
典
返
し
）

太
田
　
　
勝（
清
　
谷
　
香
典
返
し
）

沖
田
　
髙
明（
月
　
田
　
香
典
返
し
）

【
美
甘
支
所
】

小
椋
　
敬
太（
美
　
甘
　
香
典
返
し
）

小
椋
　
敬
太（
美
　
甘
　
忌
明
け
）

【
湯
原
支
所
】

和
田
満
由
美（
見
明
戸
　
香
典
返
し
）

植
木
　
進
司（
仲
　
間
　
香
典
返
し
）

濱
子
　
裕
子（
下
湯
原
　
香
典
返
し
）  

【
中
和
支
所
】

長
瀧
か
ね
子（
蒜
山
下
和
　
香
典
返
し
）

【
八
束
支
所
】

本
島
　
明
美（
蒜
山
上
長
田

　
香
典
返
し
）

海
見
　
春
美（
蒜
山
中
福
田

　
香
典
返
し
）

【
川
上
支
所
】

杉
村
　
幹
郎（
蒜
山
下
徳
山

　
香
典
返
し
）

杉
村
　
幹
郎（
蒜
山
下
徳
山

　
忌
明
け
）

三
牧
　
竹
男（
蒜
山
下
徳
山

　
見
舞
返
し
）

合　

計

六
十
四
万
三
千
円

寄
付
金 

八
月
三
十
一
日
〆

　
善
意
銀
行
へ
の
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ご
寄
付
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
行

い
ま
す
各
種
社
会
福
祉
事
業
へ
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

手
島
　
英
子（
津
　
　
山
　
　
市
）

大
美
　
聡
志（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

上
原
　
権
八（
岡 

山 

市 

中 

区
）

　
ふ
る
さ
と
会
費
へ
の
ご
協
力
、災
害

義
援
金
へ
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
11
月
28
日（
土
）に
、勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
を
予
定

し
て
い
た「
真
庭
市
社
会
福
祉

大
会
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
を
考
慮
し
、

開
催
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

◆
令
和
２
年
７
月
島
根
県
豪
雨

和
田
　
健
治

◆
熊
本
県
南
豪
雨

和
田
　
健
治

災
害
義
援
金
寄
付
者
一
覧

【
敬
称
略
・
受
付
順
】　（
8
月
31
日
〆
）

令
和
２
年
度

　
　

ふ
る
さ
と
会
員
一
覧

【
敬
称
略
・
受
付
順
】（
8
月
31
日
〆
）

真
庭
市
社
会
福
祉
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

心配ごと相談所（10月の予定）
※相談は無料、予約は不要です。

北房（真庭市役所北房振興局）

落合（落合老人福祉センター）

久世（ 真庭市役所本庁舎）

勝山（勝山保健福祉センター）

美甘（真庭市役所美甘振興局）

湯原（湯原保健福祉センター）

八束（八束老人福祉センター）

22日（木）

 8日（木）

21日（水）

　2日（金）

１3日（火）

15日（木）

  9日（金）

9時～12時

13時～16時  

9時～12時

電話（0867）42－1005
FAX（0867）42－2263※秘密は固く守られます。

 地域で子育てを応援するボランティアを養成します。
ぜひ、ご参加ください。

第1回講座
日時：令和2年10月19日（月）14：30～16：00　
内容：講義「子育て支援について」
講師：新見公立大学　講師　三好年江氏

第2回講座
日時：令和2年10月27日（火）13：30～15：00
内容：子どもと楽しめるレクリエーション！
講師：岡山県レクリエーション協会

問合せ・申込先：真庭市社協本所☎（0867）42-1005

子育てを応援したい方
子育て支援に関心のある方対象

受講料無料受講料無料

「地域子育て応援
　　ボランティア養成講座」
「地域子育て応援
　　ボランティア養成講座」ご案内
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広報担当の
つぶやき

真庭市社協HP

きょうちゃんの

伝えたい！社協の活動！伝えたい！社協の活動！

今回は、久世地域を探検
!!

本所の総務企画課の活動

紹介だよ！

　総務企画課の業務には、広報啓発活動があります。
ホームページ・Twitter（ツイッター）を使った広報、「真
庭市社会福祉大会（今年度は中止となりました）」の
開催など広報・啓発活動を行っています。
　8月からは、「社協だより」の紙面だけではお伝えす
ることできなかった、より多くの活動をお伝えするために、
Facebook（フェイスブック）を開設しました。
　支所の情報や地域で活躍されている方の活動など、
より身近な情報を発信していきますので、ぜひ
Facebookを見ていただき、みなさんに社協の活動を
知っていただければうれしいです（登録されている方は、
ぜひ「いいね！」を押してくださいね♡）。
　また、真庭市社協の活動をもっと知っていただくため、
「社協のきょうちゃんポロシャツ」を作りました。きょう
ちゃんポロシャツを着て職員一丸となり社協活動をど
んどんＰＲしていきます！

↑写真左後ろから佐藤課長、村松・庄司・森事務職員
　社協本所（久世保健福祉会館）の玄関で撮影‼

美甘地域から
こんにちは！

大西けい子専門員大西けい子専門員
　美甘地区は高齢化率が51.8％（R2.9.1現
在）です。「見守ってもらう」ではなく、お互い
に「見守りあう」精神で、助けあいの活動を進
めています。
　中でも活動している8つのサロンは、どのサ
ロンも代表者が工夫を凝らしながら開催されて
おり、来られなかった方への声掛け等も行って
いるサロンもあります。
　コロナ禍でも三密を避け、会食会からお茶
会に内容を変更するなど、感染予防に気をつ
けて開催されています。
　美甘支所ではサロンに積極的に参加して福
祉情報をお知らせし、困りごとはないかなどの
声をお聞きする活動を行っています。参加者の
中には90歳代の方もおられ、昔の話などをお
聞きする機会も多く、私も勉強になることが沢
山あります。
　先日お邪魔した

のぶかせ

延風のサロンには、4名が

参加されていました。「昔は多かったのにだん
だん参加者が少なくなってさみしいなぁ」、「○
○さんは最近見かけんけど大丈夫かなぁ。行っ
てみにゃあいけんなぁ」などの話がありました。
　少人数でも集まって話をすることで、情報共
有できたり愚痴を言いあったりとつながりができ
るので、これからもサロン活動が長く続くよう活
動支援を行います。

真庭市社協イメージキャラクター
「きょうちゃん」

ホームページや
Facebookを見てね！

真庭市社協のFacebookはこちらから！

↑ふれあい・いきいきサロン「延風
はつらつサークル」で、

　ふくし巡回相談を行いました。

共同募金の「赤い羽根」には、勇気と
よ

善い行いの意味が込められているそうです。子
どもの頃、赤い羽根を帽子につけている祖父を見て羨ましがり、「何の羽根？」としき
りに尋ねたことを思い出します。

サロン活動、応援しています！サロン活動、応援しています！

※Facebook・Twitterとは、パソコンやス
マートフォンで見ることが可能な、手軽にお互
いの情報発信や共有ができるものです。


